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国立西洋美術館所蔵モーリス・ドニ作《踊る女たち》について
一失われた壁画連作《永遠の夏》とのかかわりを中心に
金澤清恵
1．
世紀末パリで活躍した画家モーリス・ドニ（1870－1943）の作品を、国立西洋
美術館は、デッサンを含めて44点を所蔵している。中でも《踊る女たち》
（1907年、inv．1959－0069）（fig．1）は、ドニの転換期の様式を明確に示し、古
典的情景が明るい色彩で描かれた、ひときわ目を奪われる作品である。描
かれているのは音楽にあわせて舞い踊る華やかな女性たち。花冠を被り、
チュニックを着て踊っている。前景には紫色と白色の花々が描かれ、右側
には横を向きステップを踏みながらギターもしくはマンドリンのような弦楽器で
伴奏する女性がいる。中景には中央に一本の糸杉の幹が描かれ、それを
囲むように手を繋ぎ、｛光惚したように目を閉じた女性たちが描かれている。
縦長の画面と、直立に近い状態の女性の体躯やその衣装の襲、まっすぐ伸
びた木々により垂直線が強調されている。後景には、長く延びた糸杉の木
や針葉樹が描かれており、これもまた画面の垂直性を強調するような効果が
見られる。一方で、山々の隆起は最小限にとどめられ、これにより水平線が
強調され、手を繋ぐ女性の左方向に向かう動きを際立たせている。前景の
草花は、山に生えた木々の輪郭へ、ついで蛇行しながら左ヒの別荘へと視
線を誘い、これが奥行き感の創出とともに各景の分断を滑らかに繋いでいる。
色彩は白や薄い紫色、緑が基調となりバランスよく配置されている。
　本作にはこれに先立つ関連作品の存在が指摘されている。すなわち本作
のイメージは、今は失われた連作壁画《永遠の夏》の一i場面と一・致するので
ある。《永遠の夏》は、カンヴァスに描かれた室内装飾画で、「オラトリオ」
（fig．2）、「四重奏」、「聖歌隊」（fig．3）、
「オルガン」そして「舞踏」（fig．4）の5
つの場面によって構成されていた。
これを注文したのは、ドイツ人収集
家クルト・フォン・ムッツェンベッカー。
彼は、ヴィースバーデンにある自邸
の奏楽室の壁面装飾をドニに依頼
し、画家はこれを1905年に完成さ
せたのである。作品は、アリス
ティード・マイヨールによる坐像の彫
刻とともに、アンリ・ヴァン・ド・ヴェル
ドによる内装プランに基づいて、邸
宅に飾られることとなった。しかし
ながら作品は、第二次世界大戦中
に消失し1、今は関連作品と資料
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が残されているのみである。
　西洋美術館所蔵の《踊る女たち》は連作壁画《永遠の夏》のうち「舞踏」と
イメージを一にしている。《踊る女たち》は「オルガン」を再度描いたものととも
に、1907年にベルネーム・ジュヌ画廊を通じて売却されたとされている1：）1。ゆ
えにこれはレプリカ作品と見なされているtt．．・方、「舞踏」にはもう一点のレ
プリカとみなされる作品の存在が明らかになっており、それは現在メナード美
術館に所蔵されている（fig．5）zこれは「聖歌隊」のレプリカとともに、1908年
に画商ヴォラールに売却されたらしいパまた《永遠の夏》のエスキースとし
ては、「オラトリオ」単独のものがオルセー美術館に所蔵されており（fig．6）1、
「オラトリオ」の場面を除く場面が、迦続するイメージとして屏風形式に配置さ
れたエスキースの作品ものこされている（fig．7）151。
　20111：紀初頭、ドニは音楽を主題とする作品を手がけ始めるが、《永遠の夏》
に、音楽が舞踏とともに描かれ、それらの典型を示している。この時期、ド
ニは、イタリア旅行を契機にして古典1三義rl勺傾向を強めていった．ローマ、
フィレンツェを訪れ、イタリア美術を見直し、ラファエッロの装飾壁画に感銘
を受けたドニは、古典美術を理解する必要性を感じ、それと平行し、象徴
上義の理論や方法に疑問を感じ、新しいノ∫法を模索しようとしていた。その
ため、ナビ派結成当初から敵対していた印象派を確実に乗り越えるために、
象徴丁三義の理論以上に古典主義の研究について研究するようになったので
ある、この頃ドニは、初めて教会建築の装飾を依頼され、その後多くの公
共建築の装飾を手掛けるようになった，一方で個人の邸宅の室内装飾パネ
ルも精力的にこなすようになったのである。つまり、この時期からドニの絵画
は一枚のタブローにとどまらず、公私の注文による壁画をH的とする連作の
装飾パネル制作に積極的に取り組むようになった。《永遠の夏》もそうした古
典主義を模索する中で制作された装飾パネルのひとつで、更には同時代の
流行としてのアール・ヌーヴォー的な要素をも包含する作例としても重要な作
例と見なされる，しかし原作が失われている状況にあって、残された複製作
品の中でも完成度の高い《踊る女たち》は、世紀初頭のドニ作品を代表する
ものとして重要性を帯びている。
　本論は、《踊る女たち》を総合的に考察するものであるが、先ず、カリー
ナ・シェーファーによるフォン・ムッツェンベッカーのフランス絵画収集に関する
論文「フランス美術愛好家の劇場総監督」（2001年）等の先行研究t」で明ら
かになっている事実に基づきつつ、制作にかかわる同時期の未刊行のドニ
の書簡を検証する。さらには、これまで論じられることのなかった点、すな
わち《踊る女たち》の様式を分析してその特徴を明らかにし、さらにこの作品
がこの時期の装飾パネルにおいてどのような位置づけになるのか、そしてこ
の時期の重要な主題であるi’｝”楽を扱う意味についても併せて考察することと
する。
II．
《永遠の夏》の制作を依頼したクルト・フォン・ムッツェンベッカーは、1866年に
ハンブルク商人の家に生まれ、後に貴族となった人物である。大学では法学
を学び、ワシントンで駐在ドイツ大使館公使として働いた後、司法官試補見
習生となり、1900年に試補試験に合格している　一方で彼は、同時期にベ
ルリンE立劇場総監督の実習を行っており、1903年にヴィースバーデンE立
劇場総監督ゲオルグ・フォン・ヒュルゼン・ヘーゼナーの代理を任ぜられてい
る。美術品収集をはじめるようになるのは、この直後の1904年から1906年の
問に集中して行なわれているア．彼は、元々美術品収集に関心があったわ
けではないとされ、周囲から様々な助言を得ていたらしい、とりわけ美術品
収集と邸宅の装飾には、美術愛好家ハリー・ケスラー（1868－1937）とヴァン・
デ・ヴェルドがその役を担っていたことが知られている，
　ケスラーは、パリ生まれのドイツ人貴族で、ドニのほかにナビ派や新印象
派の美術に早くから関心を寄せ、作品を収集しており、1910年頃にその数
は150点にも及んだという．s．。ムッツェンベッカーは、まずはこのケスラーから
多くのアドヴァイスを得て作品を購入していた！）ttケスラーと親交のあった二
十人会のメンバーであったベルギー人ヴァン・デ・ヴェルドは、はじめ画家とし
て芸術家のキャリアをスタートし、後に建築家として名を馳せるようになるが、
世紀の転換期よりドイツ人コレクターからの作品収集のための援助の依頼も
受けるようになった1［）。彼は、1894年に画家としての活動をやめて建築や応
用芸術に専念するようになり、1895年にはドニを含むナビ派の芸術家とともに、
美術工芸品の店「アールヌーヴォー・ビング」の食堂の装飾を手がけている。
1897年にケスラーがヴァン・ド・ヴェルド邸「ブレーメンヴェルフ」を訪れ、ヴァ
ン・ド・ヴェルドはその後ケスラー邸の室内装飾依頼を受けることになったlt・。
　ワイマールのケスラー邸でヴァン・ド・ヴェルドは、新印象派やナビ派の作品
と自らのデザインによる家具を組み合わせて室内の装飾を行った。入日には
ボナールの三連画が飾られ、書斎にはヴァン・ド・ヴェルドの家具とマイヨール、
ロダンの彫刻、ドニの装飾画《埋葬》が飾られた。食堂へと続く部屋には、
ヴァン・ド・ヴェルドの家具、歌麿の浮世絵、マイヨールの彫刻が置かれ、食
堂には、ヴァン・ド・ヴェルドのデザインによる内装とともにドニの《ヒヤシンスの
森》（1900年、所在不明）、「アールヌーヴォーeビング」のための連作装飾パ
ネルのひとつ「果物」が飾られ、さらに絵の前には、ヴァン・ド・ヴェルドによる
食器棚、ふたつの燭台と花瓶が置かれていたというIL）：，ムッツェンベッカー
はこれらを見る機会を得てドニに関心を持ったにちがいない1：3，さらには
ヴァン・ド・ヴェルドやケスラー、さらには印象派や表現主義の蒐集家として有
名なカール・エルンスト・オストハウスや美術評論家ユリウス・マイヤー・グレー
フェらの著作に触れることにより、美術への関心を高まらせていったのであ
ろう．
　ムッツェンベッカーは、20世紀初頭よりヴィースバーデンの自邸の改装にそ
の成果を取り込み始め、応接間（1904年）、食堂（1905年）、奏楽室（1904－
07年）、と徐々に進めていった1’1、奏楽室装飾の計画は、残された手紙か
ら、1904“18JJより計画がはじまっていることが確認できる15、これを指揮し
たのはヴァン・ド・ヴェルドであったが、ドニもこれに加わり、いくつかのプラン
を提案している．6月14Uのヴァン・ド・ヴェルド宛の‘li：簡において、ドニは箇
条書きにして、（A）絵の大きさ（B）暖炉のヒの設置物（C）色彩（D）プランの
進行具合について尋ねている，現存する‘II：簡には「．＿（中略）残念ですが、
350×150cmのパネルでは、部屋全体の大きさと比較して、・卜分な大きさの人
物を描くことができません、高さをさらに30か40cm高くすることができません
か？もしくは、150cmではなくlm80cmか90cmにしてもらえないでしょうか」と
細かい仕様の変更を求めている，また、色彩については、「白の偉大なる性
質」とともに、緑、灰色、紫を効果的に使川したい、と記している16．また、
暖炉の上の台に設置するマイヨールの彫像についても意見を述べている17、
《永遠の夏》がli1一の作品としてではなく、特定の空間において、そこを占
める他の事物との関係を考慮しながら制作されたという事実は、これら書簡
の記載にも見られるとおり、作品の成立を考える上で看過できない・面であ
る、こうして《永遠の夏》は、1905年に完成し、画家は14，000フランを受け
11叉っているls．
，
　ところで、ムッッェンベッカーのこうした美術趣味は、同時代のヨーロッパ
におけるフランス美術への関心の高まりと連動していたことも忘れてはならな
い19。ドニに作品が依頼されたこともまた偶然ではなく、ナビ派というグルー
プが、早くからフランス国外で活発に行動してその名が知られていたことが
大きな要因としてあった、と想像される。ドニは、世紀の終わりにブリュッセ
ルの「白ll｜美学」と深くかかわり、1894年の第1　L”1展覧会から、95年、96年、
98年、1901年、03年、04年、08年、09年、11年、13年に参加している。ま
た、ドイツでは、1902年から03年にかけて、ベルリンのパウル・カッシラー画
廊の「ドイツとフランスの新印象派」展において4点を出品、さらには、ケス
ラーに紹介されて、1903年にワイマールの「ドイツとフランスの印象派と新印
象派展」において7点を出品し、1903年、05年には、ウィーンの「分離派展」
にも参加している。
　こうした流れの中で制作されたドニの《永遠の夏》であったが、これは完成
の後にヴァン・ド・ヴェルドの草案によるムッツェンベッカー邸の室内装飾として、
1906年にドレスデンで開催された「第3回装飾芸術展」に出品されているz°、
ドニは、1907年にムッツェンベッカー邸を訪れた際に日記の中で「わたしが
幻滅したことには、私の絵画が室内装飾において不格好に配置されたこと」
と記しており、ヴァン・ド・ヴェルドの装飾を必ずしも最終的に画家が好まな
かったことを示している21。しかしながら、《永遠の夏》は、芸術家たちの間
では、大変評判になったようで、新印象派の画家テオ・ファン・レイセルベルへ
は、これに感激して画家のアトリエを訪問しようとまでしている22。また、「ガ
ゼット・デ・ボザール』誌1906年51P｝では、美術評論家ポール・ジャモが「わ
れわれの時代で重要な作品のひとつ」と記しているなど、広範にドニの作品
の評価が高かったことがうかがえる2：1．
III．
《永遠の夏》は5つのイメージで構成されるが、そのうち「舞踏」と「オルガン」、
「1几｜重奏」と「聖歌隊」は対となりバランスをとっている。「舞踏」と「四重奏」は
IH：俗・セ題として、「オルガン」（ドニが宗教的主題を描くときに頻繁に用いる）
と「聖歌隊」は宗教的主題として描かれており、「聖」と「俗」の対比が示され
ているのである。これらの作品は、何らかの特定の物語を主題としているわ
けではなく、音楽という抽象的なテーマを扱っていることも明らかである。し
かしながらそれぞれのイメージは調和し、連続した物語性を感じさせるよう
な詩的な空間を作り上げている。
　依頼主ムッッェンベッカーがいかなる理由によりこのようなイメージの創造を
委託したかについては、彼自身が説明した文書が残っている・それによる
と、ムッツェンベッカーは、ドニが壁面装飾を手掛けたパリ郊外のル・ヴェジ
ネにある聖マルグリット教会内のサクレ・クール礼拝堂と聖母礼拝堂（fig．8）を
見学した後、ドニに「私は、宗教1遡にとても関心がありますが、今はとりわ
けル・ヴェジネの礼拝堂の青白い色彩の神秘的主題に感銘を受けている」と
伝え、それゆえに自らの邸宅の音楽を主題とした部屋の装飾を、ドニに白由
に制作してもらいたい、と依頼したという24．。それを受けて画家は、「永遠
の夏が新たな歌を響かせる」テーマを構想したのであろうL’i，、
　この二つの礼拝堂装飾は、当時の社会状況と連動した教会の復興運動
の環として注目されていた．ドレフユス事件後、国論は二分し、共和派と
右翼勢力の対立が激化、右翼勢力は普仏戦争を契機に台頭したナショナリ
スムと結びつき、秩序回復を唱える，、この動向に伴い、カトリック教会は政教
分離を唱える共和政内閣に反発して権威回復に努め、同時に荒廃しつつ
あった教会装飾の復興に着手するようになるのである。ムッツェンベッカーが
この教会に注日したのは、自身の宗教美術への関心とともにそうしたフラン
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1908年、汕彩・カンヴ’・’ス、イヴリー
ヌ県‘‘，1モーリス・ドニ・プリウレ笑術
館、サン・ジェルマン・アン・レー
スの社会情勢が関係していたからだろう．Lh；、
　ここで主題となる音楽に目を向けてみたい一19世紀のフランスではグラン
ド・オペラやオペラ・コミックが主流だったが、ワーグナーの影響を受け、セ
ザール・フランクやエルネスト・ショーソンらにより、声楽から器楽曲へと音楽
的傾向が変わっていった．ピエール・オーギュスト・ルノワールによる《リヒャル
ト・ワーグナー》（1882年、オルセー美術館、パリ）やエマニュエル・シャベリ
エやヴァンサン・ダンディなどワーグナーに傾倒する音楽家たちを描いたアン
リ・ファンタン・ラトゥールによる《ピアノを囲んで》（1885年、オルセー美…術館）
などワーグナーに関連する絵画も多く制作された，エドゥアール・マネやエド
ガー・ドガなどの印象派の画家たちの多くは音楽狂で、オーケストラや音楽家
の肖像、バレエの舞台などを多く主題として描いていることは周知の事実で
あろう，また、彼らによる絵画の革新は、音楽のそれと無関係ではなかった
であろう．
　ドニは画家として活動し始めた頃から1｜記の中に交響曲、室内楽、オペ
ラなどについて再三にわたって記載し、音楽に非常に関心があったことが知
られている27c画家アンリ・ルロルの義理の兄弟ショーソンからは、クロード・
ドビュッシーや、シャルル・ボルド、ルネ・ド・カステラ、ブランシュ・ゼルヴァ、ロ
ベルト・シューマン、ヴァンサン・ダンディといった音楽家を紹介されて知遇を
得た　とりわけショーソンのサロンには、ステファヌ・マラルメ、アンドレ・ジッド
といった文人、オディロン・ルドンもまた参加したという　彼らはドニに肖像画
や楽譜表紙などを依頼し、お互いの芸術活動に関わりあっていた2s。なか
でも、ダンディとは親交を深め、その娘ド・ラ・ローランシー夫人は「オルガン」
において奏者のモデルとなっている2t）。《永遠の夏》はまた、ダンディが設“ll
に関わった音楽学校「スコラカントルム」との関係も指摘されている1タ“，確か
に、伝統的な音楽を学ぶ若い音楽家たちのイメージが画家の頭の中には
あったのかもしれない。
　音楽を主題として描くにおいて、ドニは多くの場合、舞踏の場面を併せて
描くことが多かった。たとえば、同時代に制作された連作パネル《フィレン
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ツェの夕べ》の「ダンス」
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（fig．11）において、舞
踏場面が挿入されて
おり、音楽を主題とし
た情景を創造するにお
いて、舞踏は欠かせ
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性たちは、宗教的儀式というよりは、占典愉舞を思わせるが、ドニが関心を
持っていた舞踏ファランドールにも類似している。1912年に《永遠の夏》の
「舞踏」に触れたJ．－C．オルは、「マンドリンの音で、薔薇の花冠を被った若い
女性たちが、松の木の下、フィエーゾレの乳白色の景色の前で、軽快な
ファランドールを踊る」と記しており、また、1923年のrラ・ブルタン・ドゥ・ラ・
ヴィー・アーティスティック』誌に同作が掲載されたおりには、題名として「ファ
ランドール」と記載されている：u。ファランドールは、ニース地方に伝わる手
をつないで列になって踊る伝統舞踏であるが、同時に、音楽作品そのもの
を象徴するものとして扱われる例も多々ある。たとえば、ドーデの戯曲、ビ
ゼー作ll』の「アルルの女」の第四曲（1872年）として、また、チャイコフスキー
の「眠れる森の美女」の狩猟場面（1890年初演）としての例が知られている
ドニは、これ以外に《サン・ジェルマン・アン・レー、テラス上のファランドール》
（fig．12）などファランドールを一1三題とした作品をいくつか描いている，また、
ジャック・ルシェ邸の丸天井装飾《芸術と詩の源泉、ラティウムの地》において
は「ファランドール」（fig．13）の舞踏とともに「ヴァイオリン奏者」や「フルート奏
者」が描かれ、《永遠の夏》との関連を想起させる．「アールヌーヴォー・ビン
グ」の部屋の「ファランドール」（fig．14）は、ドニがローベルト・シューマンの連
作歌山「女の愛と生涯」を着想源に制作した連作パネルのひとつであり、より
音楽作品と密接に関係する作品である：i2　c
　　　　ぷ㌔，t
L．，・∴1　照壌
　　　　　　　ご　　・
　i］9、12
　ドニttサン・ジェルマン・アン・レー、テ
　ラスヒのファランドール　、1896fド頃、
　水彩、紙｛絹で裏打ちい木、イヴ
　リーヌ県、’tlモーリス・ドニ・プリウレ庭
　術館
ng・13
　ドニ‘ファラントール‥芸術と1浮の源
　泉、ラティウムの地・（エスキース）、
　1907年、グワッシュ、木炭、白
　チョーク・紙、イヴリーヌ県立モーリ
　ス・ドニニフリウレ美術館
fig．14
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　人蔵
IV．
《踊る女たち》の構図を詳細に観察すると、ゆっくりとした踊りとやさしい表情
の女性たちの表現とは対照的に、垂直及び水平線が強調された厳格な幾何
学的な構図が強く意識されていることがわかる，同じ舞踏を主題とした作品
と比べても、その様式は明らかに異なっている，
　《永遠の夏》の他の作品においてもその幾何学的構図は明確で、つくられ
た空閥を演出し、秩序をもたらす空問を作り出している。特に「オラトリオ」
や「四重奏」の庭園表現に関しては、空間における秩序をもたらすがゆえに
描いているといえる。ドニにとっての庭園は、秩序だった人工的な庭園であ
り1：t31、手入れの行き届いたそれは、画面の秩序へと結びつく．つまり、ドニ
は、画面内における秩序をすでに出来上がった秩序を挿入することよって、
また、人物の配置や構図の構成によって、画面全体の秩序を成り立たせて
いるのである．
　幾何学的形態ということに関していえば、パウル・デジデリウス・レンッ
（1832－1928）とポール・セリュジエ（1864－1927）の存在も忘れてはならないだ
ろう。ナビ派の画家セリュジエは1903年に同派のヤン・フェルカードを訪ねた
折に、レンッ司祭と会うため、ドイツにあるベネディクト派のボイロン修道院へ
赴いている．レンツの思想に賛1司したセリュジエは、1905年、レンツの「ボイ
ロン派の美学」を翻訳し、ドニはその序文を寄稿している34。レンツはその
著書の中で、ドニの思想と一・致するような、反自然主義的思考について言
及し、古代ギリシアとエジプト美術への関心をよせている35。ドニは、彼らの
宗教画への熱意とともに、厳格な数学的理論にも賛同したものと思われるa“。
　《踊る女たち》の構図の着想源は、はじめにポール・セザンヌが考えられる，
1907年に『オクシダン』誌に「セザンヌ」という論文を発表したドニは、セザン
ヌを占典主義者とみなし、「印象派を堅牢で持続性のあるもの」にした、「印
象派のプッサン」であるとし、セザンヌが印象派に占典t・1　SCを取り入れたよう
に、ドニもまた、ナビ派に古典セ義の要素を取り入れようとしたのである．，イ
タリア旅行の際に占典主義美術に関’L・を寄せたドニは、セザンヌ絵lflllにお
ける占典ヒ義要素にもまた着目したのである：17　ここでドニは、セザンヌの
絵画における量感表現が球体、1［J錐、円筒から成ることを認めているが、
セリュジエが主張するセザンヌの絵1山iに見られる数学的概念についてわざ
わざ論文の中で引川しながらも、それがセザンヌの絵画の性質であることを
否定している：SS　一それがドニの否定する抽象概念と結び付くことを恐れたか
らであろう，ドニは、真撃な眼差しで、対象、白然を知覚し、対象とそれを
構想する画家の想像ノJの間に均衡を保つことで成り立つ「自然と様式の間
のバランス」をとること、すなわち絵画の対象である自然と自然の描き方との
問のバランスを保つことを乖視する　対象となる風景、人物を知覚した己の
感覚を損なわずに自らのスタイルを形成した《踊る女たち》はまさしく自身の
探究するII∫典主義の様式を具．現したものといえるのではないだろうか．
V．
《永遠の夏》は、個人邸宅の装飾であるが、画家や室内装飾設計者との連
携のド、様々な条件を克服しながら制作した作品であり、その制作課程、
また、完成した作品から後の寓意表現の先例となる要素を備えている、《永
遠の夏》ではそれぞれ演奏する女性、行列に並ぶ女性、音楽に耳を傾ける
女性、踊る女性が描かれ、曲のIU：界と現実の世界を分けて描こうとしている。
その区分を暖昧にしているのは《踊る女たち》の中で踊る女性たちであり、
ふたつの次元を融合したような暖昧な存在として描かれている。それゆえに
《踊る女たち》はその二重の価値を持ち、アレゴリー表現へと至る過程が描
かれているといえる，同時にその様式は幾何学的形態を備え、ドニの理想
とする古典主義様式がここに体現されたのだ：．
　また、当時の装飾画に関していえば、一人あるいは数人の芸術家により
室内装飾をコーディネートする方法は、個人の邸宅または国際的な博覧会な
どでも見られるもので、ヴァン・ド・ヴェルドの家具や装飾品は、画家たちによ
る絵画で飾られた例えば、ヴァン・ド・ヴェルドは、前述した「アールヌー
ヴォー・ビング」の店の食堂の内装やケスラー邸の内装、ユリウス・マイヤー・
グレーフェが1899年パリに開いた「ラ・メゾン・モデルヌ」の内装（壁にフェル
ディナント・ホドラーによる《昼》（1899年頃））、また、1司じくマイヤー・グラー
フェの書斎の内装（壁にスーラの《シャユ踊り》（1889－1899年））を手掛けた：．
ドニは、ケスラー邸室内装飾のほかに、1908年にマイヨールの彫刻と共に
モロゾフ邸の奏楽室の装飾を手掛けている。また、ヴァン・ド・ヴェルドの設計
でシャンゼリゼ劇場装飾に着手してもいるが、これはヴァン・ド・ヴェルドが途
中で手を引き、共作としては実現することはなかった：S9：。《永遠の夏》は三
人の唯一一の共作で、その時代の若手芸術家の集大成であった。「美的感覚
の大衆化」を予見していたヴァン・ド・ヴェルドは、その後次々と公共建築の設
計に携わるが、それとほぼ時を同じくして、ドニもまた1900年以降公共建築
の装飾を手掛けていくようになる。この二人の芸術家の制作理念は異なって
いたかもしれないが、互いに時代の潮流を的確に読み取り制作していたこと
は確かであろう。
　モーリス・ドニが描いた《踊る女たち》は、ドニの古典主義的様式を具現し
たものであり、その完成度の高さからドニの音楽一ヒ題における舞踏表現の代
表作に数えられるのではないだろうか。また、同時に、近代絵画の主要な
テーマである音楽主題の絵画として、さらには20世紀初頭の装飾芸術を取
り巻くフランス美術の動向を読み解く可能性のある作品としての重要性を確
認できるのではないだろうか、
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1：lBeatrice　Von　Bisniark，“Harry　Graf　Kessler　und　franzdsisehe　Kunst　um　die
Jahrhunden’twencle”，　op．cit．，p．50．ドニの絵画は、食堂から居間へ移された　ケスラーがドニの
絵［Fl］iを購入したのは、1902年から1908年まででムッツェンベッカーの購入時期と重なっている
14Carina　Sch証er．‘Theate而1tendant　mit　Faible　fUr　franz6sische　Kung．　t”，　op．　cit，，pp．99－100．；
Hem’i　van　de　Velde、　text《≒tabli　et　commente　par　Anne　Van　Loo，1～6¢ゴr　de　ma　vie　II，　op，　ciL，
p．56．部屋の大きさと部屋割りの変更はヴァン・ド・ヴェルドに任されたという，．ヴァン・ド・ヴェルド
は食堂と奏楽室の装飾を手掛けた
．15c　Carina　Schtifer，　Maurice　l）enis　et　le　comte　Kessler（1902－1913），op．cit．、　p．203．　1904イ1三8
月21目ケスラーとムッツェンベッカーが奏楽室の計画について相談するためドニを訪ねている「
16‘FS　X343　6　Sl　16［1付けドニからヴアン・ド・ヴェルド宛のi｝｝：簡　AMLにはドニかヴァン・ド・ヴュル
ド宛の1905から1907年の問のllf［簡が15通保管されているが、多くの1瞥簡には作品のkきさとマ
イヨールの像について記されている．大きさの変更については、ド・ラ・ローランシー夫人宛の．手
紙にも記載．Mauriee　Denis　，／oztrnal　ll、　La　Colombe，　Paris，　c1957，　p．25．
17現物は紛失しているが、その石膏の模型はクレラ・ミューラー美術館に所蔵されているtま
た、マイヨールとパトロンの関係については、以「参照、Urse1　Berger．‘‘La　carribre　interna－
tionale　de　Maillol”，　in　exh．cat．．　A4aillol、　op，　cit．、　pp．15（ト159．マイヨー）レからヴァン・ド・ヴェルド
宛の二1！．｝：簡では、別の注文であるテラコッタの塑像の値段について記されるが、マイヨールは相
9」気に入らなかったようである（FSX555／1）＝マイヨー戊レとの交渉が困難であったことが伺える．
18MS．8379．2J］21i．1付けム・ソツェンベッカーからドニ宛の書簡．tはじめに作品がムッツェンベッ
カー邸の∫Cに届くのと同時にドニに6、000フラン、次に2年の間に4，000フランを二度支払うことが
記されている．尚、完成の時期に関しては、　・般的に1905年と言われている・1906年1月31H
付けのケスラーのrl記に「ドニのアトリエでムッツェンベッカーの装飾をみた」（Carina　Schafer、
Mattrice　Denis　et　le　comte　Kessler　（1902－1913ノ，op．cit．，　p．207．｝との記述があるため、完成後も、
1906年4月のドリュエ画廊での展示の前までドニのアトリエに保管されていたのではないかと思
われる
lYドニのコレクターとしては、モスクワの大富豪であったイワン・アブラノヴィッチ・モロゾフが有
名である．ドニは1908年にモロゾフ邸の奏楽室のための連作パネル《プシュケの物語．，．8枚を完
成させる．ドニとモロゾフについては、以下参照．Exh．　cat、，　Morosow　und　Schtschukin－1）ie
Russi・sehen　Sanlmter，　Museum　Folkwang　Essen，　Pug．　chkin－Muse田n　Moskau，　Ermitage　St．
Petersberg．1993．；Albert　Kostenevitch，　Bonnard　et　les～Vabis．　Editons　Parkstone／Aurora，
Bournemouth，　England，1996．；Exh．　cat．．　Voyage　intoバグy胡，　the　Museum　of　Fine　Arts，
Montrea1／Art　Gallery　of　Ontario，Tronte，2002．
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：：）o：マイヨールの像は間に合わなかったため、鋳造前の石膏の原型が設置されていたという，
この展覧会では、ヴァン・ド・ヴェルドもワイマールに計画中の．美術館ホールや食堂のインテリァ、
家具なども展示した
．21：Maurice　Denis，　／ournal　JI，　op．　cit．，　p．59．この年ドニは1月ジッドに付き合い、ドイツ旅行へ
出かけ、その際に飾られている8k’f一を見たようであるcブイヨンは、ドニのこの評価に対して、
ベルギー人ヴァン・ド・ヴェルドとの趣味の違いについて触れている、Jean－Paul　Bouillon，
Maun：ce　Denis，　op．cit，，　p．120．
：22：FSX800／481905年10月15日付けレイセルベルへからヴァン・ド・ヴェルド宛の、1｝：簡．．金曜日
にドニからサン・ジェルマン・アンルーでムッツェンベッカー邸の絵を見せてもらう予定であることが
記してある、
23． Paul　Jamot，“Les　Salon　de　1906：la　peinture　a　la　societ6　nati皿ale　des　Beaux－Arts”，　in
Gazette　des　Beaux－Arts，　Paris，1e「mai，19　06，　p．368．《永遠の夏》は1906年パリのドリュエ画廊で
一ケ月展示された，
24：MS　8377．ムッツェンベッカーからドニ宛の：書簡tt
二25．1905年ドニからド・ラ・ローランシー夫人宛の書簡，Maurice　Denis，力初2α／∬，　op．cit．．　p．25．
：26．ムッッェンベッカーは過去教会美術に関する勉強をしていたという．、Carina　Schafer．
‘Theaterintendant　mit　Faible　fOr丘anz6sische　K皿st”，　op．　cit．，p．96．
「27． Delphine　Grivel，　Maun’ce　Den　is，　peinture　melomane，　le　r61e　de　la　musique　dans　sa　vie，　son
oettvre　et　son　art，　Thさse　pour　1’obtention　de　grade　de　Docteur　de　rUniversite　Pa亘s　rV．2001，
pp．107－112．
［28、エルネスト・ショーソンとドニの書簡については、以ド参照。Thさrese　Barruel，“Maurice
Denis　et　Ernest　Chaussen．　Correspondance　in6dite　et　catalogue　des（euvre　de　Denis　ayant
appartenu　a　Chausson”，　in　Revue　de　l’A　rt，　no．98，1992，　pp．6〔シ76．
［29」Delphine　Grivel，　Ibid．，　pp．58－59，ドニとの共作としては、ダンディffi－ll作σ）オペラ「聖クリスト
フォルス」があり、ドニはその舞台装飾、衣装デザインを担当した、「聖クリストフォルス」のデッ
サンはオペラ座資料館が所蔵
「30］Jean・Paul　Bouillon，ルraurice　I）enis，　op．　cit．，　pp．12〔レ121．
／31．J－C．　Holl，　De　ieune　peinture　contemψoraine　Pa　n’s，　ed．　de　Ia　renassance　contemporaine，
1912，p．30，；“Courrier　de　la　presse”，　in　La　Bulletin　de　ta　Vi：e　artistique，1923，　no．24，15
d6cembre，　p．532．
／32．「アールヌーヴォー・ビング」の部屋に関しては、以下を参照。「ファランドール」は、ビングの
部屋の装飾の7枚のうちの一枚で、未婚から結婚へと変化する．女性を象徴するものだとされて
いる　7．枚のパネルのうち、「ファランドール」のオリジナルパネルは、ガブリエル・トラリウーに売
却され、第ニヴァージョンは、エルネスト・ショーソンに渡ったという．．残りのオリジナルのパネル6
枚は散逸し、後にドニが妻マルトのために制作した複製パネルが残っているほ897－99年、イヴ
リーヌ県、玩モーリス・ドニ・プリウレ美術館蔵）．Th壱rさse　Barruel，“Decoration　fbr　the　Bedroom
of　a　young　girr’，　in　exh．，　caし，　Beyond　the　Easel：decθrative　painting　by　Bonnard，　W”α㎡，
Denis，　and　Rottssel，189ぴ1930，　Art　InStitute　of　Chicago，　Chicago，2001，　pp．95－104．；Agnさs
Delannoy，“L’ainour　et　la　vie　d’une　femme　d’aprさs　le　cycle　de　Robert　Schumanl1”はn　exh．cat．，
Maurice　Denis，　Musee（rOrsay，　Paris／Mus6e　des　Beaux－Arts　de　Montreal、　Montreal，／
Museo　di　Arte　Moderna，　Rovereto．　2006，　pp．240－L45．
33． 「聖歌隊」には、ショーソンが付三んでいたフィエーゾレの別荘ヴィッラ・パピニアーノが描かれ
ている。《踊る女たち》の背景にもまたフィエーゾレが描かれている。「四重奏」にはドニが訪れ
たヘネラリーフェ庭園が描かれている，Suzanne　Barazzetti－Demoulin，　Mattrice　Denis、　op．cit．，
pp，149－150．
134．Pierre　Lenz，　L’esthtiti．que　de　Beuron．　traduit　de　1’allemand，　par　Paul　Serusier、　int：’oduction
par　Maurice　Denis，　Bibliothさque　de　l’Occi（lent，　Paris，1905．；Maurice　Denis，“Uesthetique
de　Beuron”，　inコ「h60rie，　Bibliothさque　de　1’Occident，　Paris，1912，　pp．17＆180．
：351ジェラルド・ヴォーンは、レンツが、古代エジプトの厳格な数学的プロポーションから導き川し
た宗教様式を形成しようとし、エジプトの伝統様式σ）均整の取れたシステムが、グレゴリア聖歌
の構造と似ていることを指摘し、またすでに初期のドニの言及においてその類似が見られること
を指摘している．Gerard　Vauguin，“Maurice　Denis　and　the　sense　of　music”，　in　Oxford　Art
／burnai，　VoL7．　No．1，1984，　p．47．
：1｛i実際の絵画制f乍においては、ドニよりもセリュジエのほうがレンツから影響をうけており、黄
金比率や、定規を用いた正確な図で絵画を措iくことを心がけていた、セリュジエは、レンッによ
るエジプトの測定の理論を用いたほうがいいが、ドニが躊躇していることを、フェルカード宛の
手紙において述べている．Paul　S6rusier　recueillie　par　Mme　Serusier　et　allnotCe　par　H．
Boutaric，　ABC　de　la　peinture，　s”ivi　d’une　corresPondance　intidite，　Librairie　F｜oury．　Paris．
1950，pp．87－88．
：17セザンヌに関しては、以下の論文、翻訳を参照、Maurice　Denis，　textes　r6unis，　present6s
et　annotd’g．　par　Jean－Paul　BouMon．“C6zanne”，　ill　be　Ciel　et　l’Arcadie．　Collection　Savoir　sur
rArt，　Hermann，　Editeurs　des　sciences　et　des　arts，1993、　Paris，　pp．129・149．；モーリス・ドニ「セ
ザンヌ」、P．ドラン編、高橋幸次、村上博．哉訳1セザンヌ回想．；、淡．交社、1995年、292－315∫｛．
　．38ibid，　p．148，同ヒ、309頁．
．39．その構想は1910年よりはじまり、ドニとヴァン・ド・ヴェルドは、お互いにまた劇場制作に関す
るやり取りを始めるが、1911年7月にはオーギュスト・ペレの介入で、ヴァン・ド・ヴェルドは・手をひ
　くことになる、シャンゼリゼ劇場制作に関しては先にあげたグリヴェルの博士論文に詳しい、
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Maurice　Denis’s　Girls　Dancing　in　the　NMWA：Focusing　on　connections
with昼ema／Summer，　Denis’s　series　of　forgotten　murals
Kiyoe　Kanazawa
Maurice　Denis　created　Girls　Dancing，　now　in　the　NMWA　collection，　i111905．
This　work　is　a　replica　of　1）anse，　and　Danse　wag．　part　of　Denis’s　series　of　five
panels　entitled　Eterna／Summer，　namely，　Oratori’o、　Quartet，　O㎎gan，　Chora～
So㎎，　and　Danse．　These　works　were　comlnissioned　for　the　music　room　in　the
holne　of　Kurt　von　Mutzenbecker　in　Wiesbaden．　Eternal　Summer　is
considered　one　of　Denis’s　mid　period　masterpieces，　but　unf｛）rtunately　it　is　no
Ionger　extant　and　its　details　are　not　clearly　known　today．　Girls　Dancing，　in
tems　of　its　state　of　preservation　and　its　state　of　completion，　can　provide　a
c．lue　to　the　overall　image　of　the　Eternal　Summer　series．　This　article　examines
Denis’s　letters　and　other　materials，　including　some　unpublished　items，　from
the　salne　period　as　the　NMWA　work　and　related　to　the　series．　Further，
previously　examined　matters　are　clari丘ed，　such　as　the　analysis　of　its　style　and
its　characteristics．　The　article　addresses　the　question　of　how　Eternal　Sum〃zθ夕
was　positioned　amongst　the　decorative　panels　of　the　day．　Finally　the　work　is
considered　in　tandem　with　that　of　music，　an　important　subject　fbr　the　period．
　　　　The　music　room　was　decorated　with　Eternat　Summer，　Arisdde　Maillors
seated　figure，　and　Henri　van　de　Velde’s　illterior　design　and　furlユishings，
Anlongst　the　large　number　of　interior　decorations　created　at　the　time，　the
decoration　of　the　music　rooln　was　completed　through　the　intel・ventiolls　of
people　such　as　Henry　Graf　Kessler，　and　thus　there　were　many　letters　back
and　fbrt．h　about　the　work　on　the　room．The　series　was　carried　outしmder　a
numbel・of　constraillts，　and　the　process，　and　indeed　the　final　work，　contain
elements　that　pre五gure　the　allegorical　expressioll　follnd　in　the」7istoZyρ〆ノ1rt
ゴκFrance　on　the　ceiling　of　the　Petit　Palaismuseum．
　　　　Denis　was　interested　in　music，　and　came　to　know　Ernest　Chaussoll　and
Vhlcent　d’IIIdy，　both　known　for　their　creation　of　numerous　works　on　the
theme　ofmusic．　For　Denis　there　was　a　connection　between　the　themes　of
music　and　dance，　and　he　depicted　dance　scenes　in　many　ofhis　works　on　the
theme　ofmusic．
　　　　The　style　ofαγ／s　Z）ancing　is　aided　by　the　geometric　placement　of　motifs
or　figures　and　handling　of　the　bac，kground．　During　this　period　Denis　sought
something　more　than　Sylnbolist　theory　in　order　to　overcolne　Impressionism，
and　Dellis’s　classicist　style　was　an　embodiment　ofhis　search．　The　sources　for
his　f｛）mls、　it　seems，　came　froln　Paul　C6zallne，　who　Dellis　called　the‘‘Poussin
of　Impressionism”and　the　theories　ofthe　Beuron　school　monk　Paul　Lenz．
　　　　Dancing　Girls　ig．　an　embodiement　of　Denig．　’s　clasti　icist　style　and　judging
仕om　its　state　of　completion，　it　can　be　counted　amongst　the　represelltative
examples　of　Denis’s　depictioll　of　dance　in　pail〕tillgs　on　the　theme　of　music．
Further，　at　the　same　time，　it　stands　as　a　representative　example　of　paintings
on　the　theme　of　music，　an　important　theme　in　modern　painting，　and　can
probably　also　be　confinmed　as　an　important　work　for　the　understanding　and
interpretation　of　the　trends　in　French　art　that　involved　the　decorative　arts　at
the　beginning　of　the　20th　celltury．
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